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で，ある会員宅を訪ねたときのことだ。歓
迎されていないことは明らかで，地元の指
導者が開口一番，「なぜ教会に来ないんだ
い？」と尋ねると，「教会は自分たちに合わ
ない」と答える有様だった。

そんな中，一家が暮らす小さな家を見
渡すと，ある写真が目に留まった。だれか
が飛行機から降り，神殿に向かおうとして
いる様子─写真について質問すると，
二人の姉妹は，自分たちの父親が写って
いるものだと答えた。「お父様は神殿に
行こうとされていたのですか？」そう尋ね
ると，彼女たちは涙を流し始めた。「父の
ことを愛しています。福音に対して強い証
を持っている人でした。」それから二人は，
自分たちも写真に写っていることを教えて
くれた。この世と永遠にわたって結び固
められるために，家族で神殿に向かった
際の特別な一枚だったのだ。

そこから空気は一変，心地良い御霊が
部屋に流れ込み，イエス・キリストの福音
について語る時間が設けられた。彼女た
ちにとって，「人生に良い変化をもたらして
くれた家族」とは，父親だったのだ。ナッ
トレス長老は，家族歴史において様々な
人のストーリーこそ，人生に大いなる力を
もたらしてくれると断言する。

集中ゾーン

ここで，「心が張り裂けそうな」動画を
見せたいというナットレス長老。パリ五
輪，陸上 400ｍリレーの一部を切り取っ
たものだ。声援が送られる中，凄まじい
スピードでレーンを駆け抜ける選手たち。
圧倒的優勝候補となっていたアメリカ勢
だったが，バトンパスで致命的なミスが発
生する。リレーでは「テイクオーバーゾー
ン」，すなわちパスを行うことのできる区
間が指定されているが，アメリカ勢はパス

の際に既定の範
ゾ ー ン

囲を超えてしまい，ルー
ル違反で失格となったのだった。
「泣いているのはわたしだけでしょう

か」と笑いを誘うナットレス長老は，家族
歴史を教えるに当たり，わたしたちが「集
中すべきゾーン」について語る。「�H�°
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世界的アスリートでさえ，バトンを規定区
間内でパスするというシンプルなことを行
えなかったために憂き目を見た。シンプル
に保つことは非常に重要な側面だとしつ
つ，第三のポイントを伝える。「
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ゾーン」である。「自分にはできない」と感
じて人々が背を向けてしまうようでは本末
転倒だ。ナットレス長老は，家族歴史に
関してあまりに多くを教えようとする傾向
を懸念し，「全会員が『準備ができている
儀式』※ 1 を使えるようになったら，それは
大成功」だと訴える。※ 2「教えすぎること
のないようにしてください。的を絞ること
で，最大の効果を得られるのです。」

全員が結び固められるまで

パプアニューギニアのある村人たちの
写真を見せ，別のストーリーを語り出す
ナットレス長老。中央幹部に初めて会っ

たという赤い服を着た女性は，ナットレス
長老の肩をつかんで揺さぶると，自分の
経験を熱心に語り出した。

ある日，真理を知りたいと7 年もの間祈
りをささげていた彼女のもとに，「白黒の
人たち」がやって来た。白いシャツに焼
けた肌─末日聖徒イエス・キリスト教会
の宣教師たちだった。レッスンを聞く中
で，彼女は確かな力を感じ取り，彼らの言
葉が真実であることを確信する。「神が
生きておられることを知り，わたしの人生
は変わったのです。」

改宗し，5 人の息子たちに毎日モルモン
書を読み聞かせるようになった姉妹。安
息日になると，朝 5 時に起き，5 つの川と
2 つの山を越えて教会へ歩いていく。片
道 5 時間，往復10時間にもおよぶ道のり
だが，すべてはキリストに対する証を得て
いるゆえ，聖餐にあずかるためだ。一生に
一度，結び固めを受けるために神殿に行
きたいと，貯金を始めて5年がたった。依
然としてお金は足りず，ビザを入手する手
立てもない。

一家の状況を踏まえ，神殿に行く道が
拓
ひら

けるよう国にかけ合うも，ナットレス長
老はアメリカに戻るよう割り当てられ，一
家の暮らす地域から離れることになった。
その半年後，ナットレス夫妻は再び太平洋
地域での割り当てを受ける。16時間のフ
ライトを経て，ニュージーランドに到着し

※ 1 ─ 神殿に持っていく名前を簡単に見つけられるツー
ル。詳しい使い方は右リンクの紹介記事を参照のこと

※ 2 ─ シンプルで分かりやすい家族歴史ツールを
紹介する新しいウェブサイトの記事はこちら

パリ五輪でバトンを渡すアメリカの400mリレーチームパリ五輪でバトンを渡すアメリカの400mリレーチーム父親が写っている写真を示すポリネシアの姉妹父親が写っている写真を示すポリネシアの姉妹

ナットレス長老の左前（右端から2人目）の赤い服の女性がストーリーを語ったナットレス長老の左前（右端から2人目）の赤い服の女性がストーリーを語った
右端の青いシャツの男性は彼女の夫右端の青いシャツの男性は彼女の夫

壇上で語るナットレス長老壇上で語るナットレス長老
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た夫妻は，車に乗り込み，真っ直ぐ神殿へ
向かった。そこで目に飛び込んできたの
は，あの村の人々が白い服に身を包んだ
姿だった。「これは奇跡です。」

赤い服を着ていたあの姉妹に，彼女の
夫と 5 人の息子たち，皆が神殿に辿り着い
たのだ。結び固めの執行を頼まれ，喜ん
で引き受けたナットレス長老だったが，儀
式を終えると，彼らはさらに 150人の名前
を取り出した。「家族全員が結び固めら
れるまで，神殿を後にすることはできませ
ん。」そうして彼らは，夜になっても働き続
けたのだった。「人生において，家族の歴
史を知ることがいかに重要かお分かりい
ただけるでしょうか。これは主の業です。
……家族歴史に携わるとき，わたしたち
は家族が永遠になる手助けをしているの
です。」

マキューン長老：
妻へと続くストーリー

「わたしたちは驚くべ
き時代に生きています。」マキューン長老
が福岡で伝道していた 42年前，アジアに
は一つの神殿しかなかった。ところが今
や，アジア北地域だけでも稼働中の神殿
が 6 つ，さらには 3 つの神殿が建設発表
されていることを指摘する。「教会の主要
な目的の一つは，儀式を提供し，執行する
ことです。わたしたちは幕の両側でイスラ
エルを集めるのです。」神殿に定期的に参
入できる環境にあることは「非常に幸運」
だと語るマキューン長老。回復の初期に
あって，人々は神殿の祝福にあずかろうと
世界中からユタ州※ 3 へ集まった。

1824年，イギリスの裕福な農家で生ま
れ育ったエライザ・カスワース・バートンは，
そのような人物の一人だ。結婚後間もな
く宣教師に出会うも，教会の悪いうわさを

耳にしていたエライザは，深くかかわるつ
もりなどなかった。一方の夫は興味津々
で，制しようとしても「心配ない」と返って
くるばかり。ある晩，心配のあまり寝つけ
ずにいたエライザは，自分の問題について
考え，祈りをささげることにした。すると，
部屋が明るくなり始め，真昼のごとく光に
満ちた。その奇跡的な経験を経て教会が
真実であることを確信した彼女は，夫とと
もにバプテスマを受けたのだった。

家族として結び固められることを願った
夫妻は，ユタ州へ向かう計画を立て始め，
その間二人の子供に恵まれた。ところが
勤務中，不慮の事故に見舞われた夫は，
突如として帰らぬ人になってしまう。死
ぬ間際，夫がエライザに願ったのは，神殿
で家族として結び固められることだった。
身内から猛反対を受ける中，エライザは
7 歳の息子と4 歳の娘を連れて祖国イギ
リスを後にする。

しかし，船旅を経てアイオワ州に着いた
ころには，時季が遅くなりすぎていた。幌
馬車を手に入れることができず，手車を
使って大陸を横断し始めるも，食糧を得る
のは困難で，暴風雪にも見舞われた。そ
れでも，凍てつく川に差しかかった際に
は，「わたしのことを運ぶ必要はない」と，
駆けつけた救助隊の助けを断り，息子を
抱え，娘を抱え，３回にわたり川を渡っ
た。 4 分の1 が旅の途中で命を落とした
という，悲劇の手車隊の一員であったエラ
イザ。壮絶な行程を経てユタに辿り着い
た彼女は，1865年に夫との結び固めを受
け，ついに約束を果たしたのだった。この
エライザの子孫こそ，自分の妻であると明
かしたマキューン長老は，「妻も抱きかか
えられて川を渡るのを嫌がると思う」と，
聴衆の笑いを誘った。

エライザは，自分のストーリーが注目に

値するとは思っていなかったはずだ。し
かしながら，懸命に生きた人々のストー
リーは，確かにわたしたちを強めてくれ
る。そのような力強さを，今日の聖徒の中
にも見いだすことができると語るマキュー
ン長老。

家族を結ぶストーリー

マキューン長老には 94 歳の母親がい
る。数年前，自分の人生に特筆すべきこ
とはないという母を説得し，そのストー
リーを録音した。母は 6人の子供の母
親だったが，再婚した夫には 8人の子供
がいた。合わせて 14人の子供たちを受
け入れた彼女には，70人の孫がいる。マ
キューン長老の孫娘の一人は，彼女にとっ
て 200人目に当たるひ孫だ。それぞれ
の配偶者たちも含めると，彼女には実に
500人以上の子孫がいる。
「わたしたちは，自分自身がそのような

驚くべきストーリーを持っているとは思わ
ないかもしれません。しかし，子供たち，
孫たち，ひ孫たちは，わたしたちのことを
知りたいと思っているのです。」シンプルな
写真や簡単な録音を「思い出」※ 4 に記録
するように勧めるマキューン長老。「準備
ができている儀式」を使い，「思い出」を
記録できるよう人々を助けるなら，「大変
な成功を収めることになる」と約束した。
「ストーリーを通して，わたしたちは家

族として霊的に結ばれ，わたしたち自身，
またわたしたちの証が強められます。」シ
ンプルに保ち，救い主に焦点を当てること
を再度強調し，証を締めくくった。「これ
は救い主の業であり，ここは主の教会で
す。イエス・キリストは生きておられます。
主はわたしたちの救い主，贖い主であられ
ます。イエス・キリストの御名により，アー
メン。」◆

Message for the Area ─
地域へのメッセージ  

※ 4 ─ 家族の写真や音声録音，テキストデータを簡単に永久
保存できるファミリーサーチのツール。ご利用は下リンクから

※ 3 ─ 教会初期において集合の地として指定された場所

https://www.familysearch.org/memories/

神殿に辿り着いたパプアニュー神殿に辿り着いたパプアニュー
ギニアの両親と5人の息子たちギニアの両親と5人の息子たち ニュージーランドの神殿に参入したパプアニューギニアの人々ニュージーランドの神殿に参入したパプアニューギニアの人々

エライザ・バートンエライザ・バートン
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 20 24年 5月の安息日の夜，牧
まき

野
の

翔
しょう

真
ま

兄弟はリビングで初めて
大泣きをした。「周りの方々に

見た目で笑われること，バカにされたり行
動が遅いと怒られること，家族も教会員も
誰も自分を理解してくれない，自分は孤独
であると泣いていました」と父親の牧野
英
えい

一
いち

兄弟は振り返る。
翔真兄弟は，小学 1 年生になったばか

りの頃，交通事故に遭った。一命をとり
とめたものの頭蓋骨が欠損し，骨に覆わ
れていない部分の脳を保護するヘッドギ
アが手放せない生活となる。後遺障害の
ため動作にも時間がかかるようになった。
同級生と異なる外見と障害は，翔真兄弟
をずっと苦しめていたのだった。翔真兄
弟が泣き止んだ後，牧野兄弟は，「誰も分
かってくれないかもしれないけれど，イエ
ス様はちゃんと分かってくださっている
よ」と伝えた。

その数日後，fsy ※ 1 東京セッション特
別カンパニーへの招待が牧野家族のもと
に届く。ビショップからの LINE メッセー
ジを読みながら，牧野兄弟は強い確信を
抱いた。これは，主からの答えだ─。

99+1匹の羊※ 2

2024年 8月9日から 6日間にわたって

行われた fsy 東京セッションには，初の
試みとなる「特別カンパニー」が設けられ
た。障害等，様々な事情から通常のカン
パニーへの所属が難しい青少年を対象と
した，保護者同伴のカンパニーである。

カンパニーのカウンセラーとして召され
たのは村

むら

上
かみ

聖
まさ

音
と

兄弟・宮
み

愛
あい

姉妹（夫妻），
青
あお

柳
やぎ

明
あき

永
と

兄弟，山
やま

本
もと

真
ま

菜
な

姉妹の 4 人。
4 人とも障害についての専門知識はな
かったが，障害児教育に携わる教会員の
アドバイスを受けながらプログラム等の

準備を進めた。並行して参加者の保護者
とウェブ会議での顔合わせも行う。「親
御さんからお子さんのお話を伺いました。
身体的な障害を持っている子もいれば，
明確な病名を持っていないけれど内気で
学校にいけない等いろいろな子がいたの
で，接し方を考えたり，各自の状況を理解
して覚えたりというのをよく夫婦で話しま
した」と村上姉妹は振り返る。

保護者の田
た

上
がみ

真
ま

理
り

姉妹は参加中ずっ
と，青柳兄弟のネームプレートに入ってい
た 99+1 の羊のカードが目に留まったと
いう。「娘のような迷子の子羊を（主は）
捨て置かないし，皆の愛を受けて特別に
扱ってもらうことで，それを感じることが
できました。」

一人一人に向かって

東京セッション初日の 8 月 9 日，東京
はぎらつく太陽の下，猛暑日を記録してい
た。会場の国立オリンピック記念青少年
総合センターの玄関扉は，開くたびに熱気
と大荷物を抱えた青少年を送り込む。村
上夫妻は一抹の不安を感じていた。

カンパニーの集合場所のホールは喧騒
に満ちていた。横並びで固定された椅子
に親子が座ると距離ができ，お互いの声
も聞こえない。「ゲームをやっても絶妙に

fsyオリジナルジグソーパズルに取り組むfsyオリジナルジグソーパズルに取り組む
特別カンパニーの親子たち特別カンパニーの親子たち

※ 1 ─ For the Strength of Youth の略。キリスト教
の教えを土台とし，様々な活動を通して青少年がより良い
人生を設計できるよう支援することを目的とする，宿泊を
伴った教育プログラム

※ 2 ─ ラッセル・M・ネルソン大管長は 100 歳の誕生日
を迎えるにあたり，99 匹の羊を置いて迷える1 匹を探し
にいく「良い羊飼い」のキリストの教えを実践し，助けの
必要な人へ手を差し伸べるよう呼びかけた

最初の顔合わせプログラム「カウンセラーに会う」

イエス・キリストの愛を体現する
─fsy2024特別カンパニーが目指したもの─

fsy Special Company
 ─ 大切なあなた  
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盛り上がらない……みんなが心を開いて
いないのが分かるんです」と村上姉妹。
青少年に話しかけても目が合わない。

「体も顔もずっと親御さんのほうを向きっ
ぱなしの子もいました。何か尋ねると，み
んな親御さんを通して答えが返ってくる感
じでしたね。」

先行き不安な顔合わせの中，カウンセ
ラーたちは青少年と親しくなるための行
動を起こす。村上姉妹は言う。「夫と一
緒に（個別に）あいさつをしに行きまし
た。皆さんこんにちは，ではなくて，〇〇
君だよね，こんにちは，というように。ほ
かにも（事前の面接で保護者に聞いてい
た）彼らが好きなものを覚えて行ったの
で，その話題で仲良くなることを心がけま
した。」多くの青少年は，好きな漫画やア
ニメの話になると表情がやわらいだ。

「牛丼買ってこようか」

初日の夕方，夕食の時間が始まった。
食事をする人々の中には到着したばかり
の牧野親子の姿もある。大阪から東京ま
での飛行機の旅は，翔真兄弟にとって最
初の難関だった。「翔真の場合，飛行機
に乗ると，頭蓋骨で覆われていない部分
から直接脳に気圧の影響が及びます。気
圧の変化で脳が膨れてしまわないか……
また以前，てんかんの発作を起こしたこと
も心配でした。」牧野兄弟の心配とは裏
腹に体調不良も起こらず，翔真兄弟は初
めての飛行機の旅を楽しむことができた。

牧野親子が 2 階の食堂で食事をしてい
た頃，階下の閑散としたロビーでソファに
腰掛ける別の親子の姿があった。田

た

上
がみ

志
し

苑
おん

姉妹と母親の真理姉妹である。多数の
人々に囲まれると強い不安を感じる志苑
姉妹は，食堂に向かう階段を登れずにい
た。以前セミナリーグランプリに参加し

　
たときも参加者
でごった返す会場に耐え切れ
ず，15分で退出している。

食堂に入るのが怖い，入るくらいなら
食べない，と言う志苑姉妹と途方に暮れ
ていたそのとき，駆けて来る人影があっ
た。「田上姉妹！ 志苑ちゃん！」顔見知
りの神奈川ステーク会長会第二顧問，遠

えん

藤
どう

順
じゅん

兄弟だった。満面の笑みで迎えら
れ，心がほぐれた田上姉妹が事情を話す
と，遠藤兄弟は言う。「牛丼買ってこよう
か？！」えっ，いいの？！ 驚く田上姉妹に
遠藤兄弟は「いいのいいの！」と笑いか
けた。二人のやり取りに気が付き，運営ス
タッフも集まってくる。「しょんぼりしてい
る志苑に，ようこそっていろんな人が声を
かけてくださって。本当にありがたかっ
たですね。」

そのとき，村上姉妹は一足先に食堂に
入り，何度も階段を上り下りしては中の様
子を知らせてくれたという。知らない人
と一緒に食事をすると味がしないという
志苑姉妹に安心してもらうためだった。

「LINE で写真も送ってくださって。そ
のうちに，隅っこが空いていることがわ
かって，わたしが先に中に入って様子を知
らせたら，志苑が行ってみようかなって。
ちょうどすいている時間帯で，二人で座っ
て食事をとることができたんです。」

小さな変化，小さな奇跡

その子のために何ができるか，手探り
で始まった特別カンパニー。潮目の変化
は 2 日目にやってきた。

午後に設けられ
たゲームと休憩の
時間のこと。皆が
驚いたのは，鳥取県
から参加した岩

いわ

佐
さ

愛
あい

奈
な

姉妹のパズル
の才能だった。も
ともとパズルが好き
だという愛奈姉妹。

今回のために特注された，fsy のキービ
ジュアルを図柄にした1000ピースのジグ
ソーパズル 2 セットを，元絵を一切見ず，
ピースだけを見て作り上げていった。背
景色だけの部分もずば抜けた集中力で
組み合わせる彼女の周りに人垣ができ
る。「彼女を見て，みんなも面白いなって
パズルを一緒にやったりしたのが，（カン
パニーが）盛り上がり始めたきっかけでし
た」と村上姉妹。地域会長会第二顧問の
クリストファー・H・キム長老，スー姉妹も
気軽に特別カンパニーの青少年へ話しか
け，一緒にボードゲームを楽しんだ。

愛奈姉妹は最初の顔合わせのとき，顔
も体も母親の岩

いわ

佐
さ

恵
え

美
み

子
こ

姉妹のほうを向
いたまま，全くカウンセラーと話せない状
態の子だった。自閉傾向があるため，人
前に出ることが苦手で知らない人と話せ
ない。そんな愛奈姉妹の態度が，パズル
に取り組んだことで変わっていった。「顔
も体も向けてくれなかったのが，少しず
つ角度が変わってこっちを向いてくれるよ
うになったんです」と村上姉妹はほほえ
む。変化のきっかけは，カウンセラーの接
し方にあったと母親の岩佐姉妹は感じて
いる。「パズルや他の活動の中でほめて，
行動を認めてくださっていました。受け入
れられているという自信で，愛奈は自分を
出していけるようになったと思います。」

青少年がゲームを楽しんでいる間，保

体育館での活動

完成したfsyオリジナルジグソーパズル
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ジ護者たちは懇親会を持った。その中であ

る保護者が，以前アジア北地域会長だっ
たスコット・D・ホワイティング長老との
やり取りを紹介した。「（障害を持つ子育
ての中で）奇跡を望んでも良いですか？」
との質問に，ホワイティング長老は即答す
る。「もちろんです，奇跡を望んでくださ
い。」その後に続く言葉はその保護者の
心に強く響いた。「ただ，大きな奇跡では
なく小さな奇跡に目を向けてください。小
さな奇跡に目を向けるときに，それらが積
み重なって，振り返ったときに大きな奇跡
になっているはずです。」

幕のこちら側で

8月13日火曜日，最終日前日のこの日
は，特別カンパニーの保護者たちの多く
が心待ちにしていた東京神殿訪問の日
だった。障害があったり特別な配慮が必
要だったりする青少年たちにとって初めて
の機会であり，中には神殿参入を目的に
fsy に参加した家族もいた。

愛知県に住む石
いし

井
い

里
り

織
お

姉妹と両親の
亘

わたる

兄弟，美
み

雪
ゆき

姉妹はこの日のために前夜
から参加した。ダウン症※ 3 の17歳の里織
姉妹はその特性上，心身の発達が緩やか
で，福音への理解が深まり，善悪の判断も
つくようになってきた去年，バプテスマを
受けた。次のステージとして神殿での儀
式を考えていたものの，場所見知り，人見
知りが強く「初めて」が苦手な里織姉妹
にとって神殿参入のハードルは高かった。

「青少年のツアーにはとても行かせられ
ないし，家族だけで行くにも本当に可能
なのか分からなくて。」（石井姉妹）そんな
石井家族にとって今回はまたとない機会
だった。

こうして迎えた神殿参入の日，里織姉妹
は初めての場所を嫌がり，バプテスマ室へ

下りる階段の前で動かなくなってしまう。
何とかなだめて下りたものの，バプテスマ
までは難しそうだった。せめてもという
気持ちで確認の儀式の神殿カードを用意
してもらうと，神殿レコーダーの當

とう

眞
ま

邦
くに

仁
ひと

兄弟が言う。「（確認の）お部屋に入る練習
だけでもいいんですよ。」その言葉は石井
姉妹の背中を優しく押してくれた。「そう
いう考え方でもいいんだ！ この子にもや
れることがあるんだ！」と思えた。

按手の順番を待つ間，待ち疲れた里織
姉妹はフォントの長いすのところに寝転
がり，寝息を立て始めた。無事，按手まで
たどり着けるのかと焦る石井夫妻。

ついに里織姉妹の確認の儀式の順番
がやってきた。寝入っていた里織姉妹
は石井姉妹の「パパから按手を受けてき
て」という声にすっくと立ちあがる。確認
の部屋に入室した里織姉妹の頭に手を置
いたとき─石井兄弟は圧倒されるほど
の主の愛を感じた。
「天父と御子イエス・キリストが，この子

が儀式を受けるのを喜んでおられると感
じました。こんなにも愛してるんだな，喜
んでいるんだな，と……。」改めて感じた
愛の深さに涙があふれ，言葉が続けられ
ない。主の愛に満たされて確認の儀式を
施す父親の手の下で，里織姉妹は静かに
座っていた。

確認の儀式を終え，笑顔で部屋を出る
里織姉妹と石井夫妻に再び當眞兄弟が
声をかける。「家族だけの時間も取ること
ができるから，今後も入りたければいつで
も連絡してください。」
「できるんだって思いました」と石井姉

妹。「この子にも関われる奉仕の形があ
ると知ることができたのが，一番大きな収
穫でした。」

この日，牧野翔真兄弟もヘッドギアを着

※ 3 ─ダウン症候群。 21番目の染色体異常が原因で発
症する。特徴として知的・身体的発達が全体的に緩やか
であり，先天性の心臓・消化器の奇形，合併症などが見ら
れることがある

保護者の懇親会

ゲームを準備するカウンセラーゲームを準備するカウンセラー

東京神殿に参入する牧野翔真兄弟東京神殿に参入する牧野翔真兄弟

カウンセラーの村上夫妻，山本姉妹，青柳兄弟に囲まれるカウンセラーの村上夫妻，山本姉妹，青柳兄弟に囲まれる
田上志苑姉妹と母親の真理姉妹田上志苑姉妹と母親の真理姉妹

昨年10月，石井里織姉妹のバプテスマ会にて，父親の亘兄弟と昨年10月，石井里織姉妹のバプテスマ会にて，父親の亘兄弟と

fsy Special Company
 ─ 大切なあなた  
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けたまま水に沈み，身代わりのバプテスマ
と確認を行った。父親の牧野兄弟も石井
姉妹と同じ気持ちを感じていた。「（翔真
は）今まで人の助けをもらうばかりだった
けれど，体を持っていない死者のために，
自分の体を使って奉仕することができる
と，今回のことでよく分かりました。」障害
があるわが子にもできる奉仕がある─
それこそがこの神殿参入を経験した保護
者が得た証であり，希望だった。

たくさんの天使たち

神殿訪問を終えて，夕食前の休憩時間。
田上姉妹は目の前の光景に目を疑った。

志苑姉妹がお気に入りのキャラクター
のイラストをホワイトボードに描き，ほかの
青少年やカウンセラーが「すごく上手！」
と称賛した。そこへ村上兄弟が「ぼくも
描けるよ！」とピカソのようなタッチで描き
加えた手のパーツ─みんなが大笑い
……その中で，志苑姉妹も笑っていた。

「志苑が，みんなと笑っているなんて……」
初めて見る光景に湧き上がってきたのは
驚き，そして感謝だった。「もう来られな
いかもと思っていたくらいなので……娘
が楽しんでいる様子も見ることができて，
出会いに感謝しています。」

東京セッションの最初からずっと，田上
姉妹は出会う人々の言葉掛けや笑顔，心
配り，全てにキリストの愛を感じた。途中

参加の田上親子を炎天下のバス停まで迎
えに来てくれた村上姉妹，到着後，志苑姉
妹が名札に名前を書けるよう，別棟まで
走ってペンを取りに行ってくれたカウンセ
ラーの青柳兄弟。同じワードの青少年も
廊下などですれ違うたびに志苑姉妹に駆
け寄った。「志苑ちゃんが来られてよかっ
た！ 楽しい？」口々に声をかけてくれる
その姿に涙が出そうだった。「通常のカ
ンパニーに参加できない切ない気持ちも，
娘が fsy に来られたことを手放しで喜ん
でくれる同じワードの子たちによって払拭
されました。」

その後に続く夕食の時間，たくさんの人
がいる食堂で，人混みが苦手な志苑姉妹
は動じることなく食事をしていた。カウン
セラーの目を見て話すことができなかっ
た愛奈姉妹が，陽気に喋りながら村上夫
妻の隣に座っている。母親の岩佐姉妹は
別の保護者たちと少し離れたところから
娘の様子を見守っている。それはまるで，
東京セッションを通じて青少年の中に起
こった小さな奇跡を一つの場に集めたよ
うな時間だった。

後に作成された証集の中で田上姉妹は
次のように書いている。「人の価値が神
の目に大いなるものである※ 4 という聖句
が真実だと感じました。それはきっと fsy
に関わった全ての人がイエス様のようだっ
たからに違いありません。」

次のゴールへ
6 日間の全日程を終えて無事閉幕した

fsy 東京セッション。特別カンパニー及び
fsy 全体に満ちていた温かな空気は，保
護者たちに，わが子に対する救い主の思
いを伝えた。 fsy はまた，参加した青少
年と家族に新たな夢と目標を与えた。初
めて空の旅を経験した牧野翔真兄弟は飛
行機に魅せられた。「飛行機に関する仕
事をしたいな」という翔真兄弟は，夢を
かなえるための進路を考え始めた。次の
fsy も「参加してみたいです」と心待ちに
している。そんな翔真兄弟の姿に牧野兄
弟は懇親会で聞いた言葉を重ねている。

「“小さい奇跡” を積み重ねて，振り返ると
大きな奇跡になるんだと思います。（事故
から）10年を経て，fsy に参加して神殿
で儀式を受けて……ここまで彼も成長で
きている，と実感しています。」

石井里織姉妹と家族もまた，次の目標
に向かって歩み始めている。「次のゴー
ルは，家族揃ってみんなで神殿の儀式を
受けることです」と石井兄弟。「それは
家族の大きな希望で，特別カンパニーが立
ち上がらなかったら起こり得なかったこと
です。（fsy を通して）家族はミニスタリ
ングを受けたと感じています。」

＊＊＊
これまで 2 年ごとに全国規模で行われ

てきたfsyだが，2025年からは全国を，偶
数年参加・奇数年参加の 2 地区に分け，
1 地区ごとに 2 つの会場で毎年開催され
る。特別カンパニーは偶数年の実施が計
画されており，次回は2026年。その年度
の参加対象ステーク・地方部にかかわら
ず，特別カンパニーには全国どこからでも
参加できる。青少年と保護者の夢をかな
えた特別カンパニー。次はどんな奇跡に
満ちた時間を作り出すだろうか。◆
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飛行機に搭乗する牧野翔真兄弟飛行機に搭乗する牧野翔真兄弟田上志苑姉妹が描いたキャラクター田上志苑姉妹が描いたキャラクター

伝道用のメッセージカードに証を書く活動にて，宣教師と一緒に記念撮影伝道用のメッセージカードに証を書く活動にて，宣教師と一緒に記念撮影
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